会　議　録
	会議名
	平成３０年度 第１回 山陽小野田市文化財審議会

	開催日時
	平成３１年２月５日（火）　午後１時３０分から１６時００分

	開催場所
	教育委員会会議室

	出席者
	松永保美委員(会長)、嶋田紀和委員（副会長）、德重壽美雄委員、
瀬口哲義委員、開初茂夫委員、原田直宏委員、磯部吉秀委員

	欠席者
	なし

	事務局
	河上雄治（社会教育課課長)・石原さやか（歴史民俗資料館館長）
中村扶実子（社会教育係長）・西村一郎（文化財係長）

	会議次第
	１　開会のことば
２　社会教育課長あいさつ
３　会長あいさつ
４　事務局紹介
５　議　題
・勘場屋敷について
６　その他
　・旧厚狭図書館架蔵郷土史料の保存、利用について

	会議結果
	５　議　題
勘場屋敷について
昨年３月に、教育長から文化財審議会に、勘場屋敷を本市の指定史跡に指定することについて諮問したことを受け、審議会委員が実際に建物を調査し、協議した。
協議の中で、各委員から次の意見があった。
・勘場屋敷は、寛文８年（１６６８年）に建てられたもので、民間家屋では、山口県内で最古級の家屋である。ぜひ建造物として残すべき。
・所有者から無償譲渡をされたのは、指定文化財にするためであり、残すことを前提に考えるべき。
　・残すべきとは思うが、現在のまま残すのは見苦しい。山口大学に古民家を再生するフランス人の先生がいらっしゃる。
　・以前は、浜五挺唐樋とセットで、児童の地域学習の場となっていたが、近年は足が遠のいている状況。将来の子供たちのために、整備して残すべき。
　・建物が現存しているのは、すごいこと。技術的に可能であれば、昔の状態に復元してほしい。
　・今の場所では人目に触れないので、移築して、郷土資料館として活用すべき。
　・歴史的価値のある建物が壊される中、残っている勘場屋敷は、非常に貴重である。
　・ただ残せばいいということでこれまでやってきたが、活用も含めて考えていくべき。地元の歴史のことを地元の人や子供たちに知ってもらうべき。維持管理も地元に協力してもらうのが望ましい。
　・史跡として指定すると、壊してもよいとの意思表示になる。
　・５棟あった小野田セメントの社宅を壊すことになったとき、１棟でもよいから残してほしいとの意見が出て、当時の市長が市民に協力を呼びかけた。市から金銭的な援助はなかったが、会員が修理しながら管理してきた。現在、地域の人々によって「住吉まつり」が行われている。高泊の人々も同様のことができると思うので、市がきっかけを作ることが大事。
　・小学生に地域の歴史を話すと興味を持ってくれる。市民にも知ってもらうべきで、ふるさと文化遺産の一層のPRが必要。
　・市は、スマイルシティを進めているが、我々は、約２０年前から郷土愛を醸成するため、地域の子供たちに郷土のことを教えている。
　そういった積み重ねが大事。市がどのような手段で市民に郷土のことを知ってもらおうとしているのか、ロードマップが見えない。
６．その他
・旧厚狭図書館架蔵郷土史料の、保存、利用について
　　大田家文書の保存について、要望が出ている件を説明した。
　


